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会社概要・沿革
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雪印メグミルクグループは、
3つの使命を果たし、
ミルクの新しい価値を創造すること
により、社会に貢献する企業であり
続けます。

ॢঝشউ੫঵৶୛［１］

「コーポレートスローガン」

消費者重視
経営の実践

ዽ஗েਓषभ
貢献

乳（ミルク）
にこだわる
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ॢঝشউ੫঵৶୛［２］

コーポレート
シンボルマーク

商号
雪印メグミルク株式会社
MEGMILK SNOW BRAND Co.,Ltd.

ਝয়ফা঩ 2009ফ（平成21ফ10ك月1日

所在地
（本社）東京都新宿区四谷本塩町5番1号
ਨਲ੊ైච৘ূય၈໘঴6丁目1番1号كః੶঱ম૲ق

ৱমস 200億円

従業員数 5,009名（連結、2018ফ（平成30ফ3ك月31日）

上場取引所 東京証券取引所、札幌証券取引所

代表取締役঺শ ਧஏ 啓治

会社概要
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沿革［1］

雪印メグミルクの歴史は
ਨਲ੊ংॱشऊै઩ऽॉऽखञ
൉঵ध৊ৎपংॱشଲୗ॑৫઩؛ૐ໚৬਑॑ତइؚী௞ਃभ
使い方から指導した。1926ফೣقਮ੪ফكप近代的工場が
दऌथऊैमؚਈৈ௻ષटऐَ॑඗ഀਨਲ੊ংॱُشधखथ
販売し、信頼を築いた。

日本で初めてチーズの
大規模製造を始めました
1928ফೣقਮ3ফكごろからチーズの研究・試作、試験販売を
始め、1932ফೣقਮ7ফكには工場を建設し製造をスタート。
1934ফೣقਮ9ফكभ৅ਲ਼ઉ৏ऊैਲ਼ॉજोਢলभాயदؚ
またたく間に日本初の大規模チーズ専門工場となった。

研究を通して、
঑ঝॡभ౞ਟ॑ิःथऌऽखञ
研究部門が設置されたのは1933ফೣقਮ8ফكのこと。加工技術
ृਛীؚ໚෷༳भଢ଼஢॑ষढथऌञ؛जभ৏ؚైචଢ଼஢ਚؚ
技術研究所（現ミルクサイエンス研究所／埼玉県）、チーズ研究所
؛৫ਝखؚমત৓ऩଢ଼஢৬਑॑ତइञ॑ك৛๤਩ق
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沿革［2］
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৸ዽ৴

雪印メグミルクਝয়৽༬

2011ফق਴ਛ23ফ4ك月

合併

2009ফق਴ਛ21ফ10ك月

経営統合

2003ফق਴ਛ15ফ1ك月

事業分割 乳製品事業 ධમ؞デザート（市乳）事業

1925ফقপਫ14ফكਝয়

2000ফق਴ਛ12ফك
雪印乳業・食中毒事件

2002ফق਴ਛ14ফك
雪印食品・牛肉偽装事件

1972ফೣقਮ47ফك
َ৸஗ُਝয়
َ৸஗ઉ୿ُਝয়

1954ফೣقਮ29ফك
「৸ዽ৴ُਝয়

1996ফق਴ਛ8ফك
「ジャパンミルクネット」
ਝয়

1948ফೣقਮ23ফك
َ৸භ৴َُ৸୿৴ُਝয়

雪印メグミルク

雪印メグミルク

日本ミルクコミュニティ雪印乳業

ਨਲ੊ଲዽ୿ਲ਼ੌ়

ジャパンミルクネット

全農

全農直販雪印乳業

雪印乳業 日本ミルクコミュニティ



雪印メグミルク ガバナンス体制図

8

１．監査等委員会設置会社への୎ষ
▶ 取締役会の監督機能の強化
▶ 業務෋ষभਃ৿ਙ਱঱

੫঵຃৶੻৩ভُभ設置َ؝ڮ

▶ 社外の眼による検証

▶ 取締役会の諮問機関 提言・勧告

３．グループＣＳＲ活動の推進
▶ ＣＳＲ活動の全国展開
▶ ｢୫भிભ॑ਘऎੳ௙खؚટञखथःऎऒध॑࿐अ঩भણ৿ُभৰ઱
▶ グループ全体でのコンプライアンス態勢の強化

ガバナンスの取組み
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2 事業内容
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天然果汁

ዽ஗ੇ

雪印メグミルク

消 費 市 場

輸入チーズ

生乳（ミルク）

マーガリン
（油脂） ฟ໚ؚ໚ධમؚংॱؚشচॢشঝॺؚॳش६ऩन

植物油（コーン油等）

乳業メーカー

販売委託

販売

広域指定生産者団体
（ホクレン様など）

植物油から商品へ
果汁

ୟোਉમ

ব৔ਉમ

事業のしくみ（概要）
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事業内容

バター、油脂、
チーズ（国内・国外）、
その他乳製品 など

ฟ໚؞໚ධમؚচॢشঝॺؚ
ટᅑ؞৙ཅ؞஬ჳධમؚ
デザート など

粉ミルク（国内・海外）
機能性食品、栄養剤、
機能性素材 など

༩મؚர৕قฝൃ؞༩મ؞
作物・野菜）・造園
肥育牛 など

グループ
企業

雪印メグミルク
甲南油脂
八ヶ岳乳業
エスアイシステム
チェスコ
雪印オーストラリア
アダーデライツオーストラリア
雪印メグミルクインドネシア
ニチラク機械
クレスコ など

雪印メグミルク
みちのくミルク
八ヶ岳乳業
いばらく乳業
エスアイシステム
ਕਮ૴ৢਓ঵
直販配送
グリーンサービス
クレスコ など

雪印ビーンスターク
雪印メグミルク
台湾雪印・雪印香港
雪印上海
雪印オーストラリア
イーエヌ大塚製薬
アミノアップ化学
ベルネージュダイレクト
など

雪印種苗
雪印種苗アメリカ
੊ূ༩મ
ロイヤルファーム
RFペンケル牧場
RFஒ஌ฝৃ など

事業内容
事業分野と概要

YBS、雪印パーラー、雪印こどもの国牧場
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セグメント（会計上の区分）

12 12

事業分野の
売上構成比

４6％

6％

３7％

8％

3％

ධમ؞ॹ२شॺథ७ॢওথॺ

市乳 事業分野乳製品 事業分野

ニュートリション 事業分野 ༩મ؞ர၈事業分野

乳製品セグメント

༩મ؞ர၈७ॢওথॺ

その他
セグメント



乳製品事業分野［1］

乳製品づくりの技術を活かした
௹ऊऩ௯௡ृઠनऐभଐः
商品を、東南アジアを含め販売。

マーガリン

৻਀৓ऩૹષमਨਲ੊ਓभে໚॑
100%ઞ৷खञَ඗ഀਨਲ੊100」
シリーズのカマンベールチーズや
さけるチーズ。

ナチュラルチーズ

1925ফقপਫ14ফكから製造
販売を手がけ、変わらぬおいしさ
と新しい価値を提供。

バター

1934ফೣقਮ9ফكから製造販売
を手がけ、2013ফق平成25ফك
からにはインドネシアにおいても
チーズを製造販売。

プロセスチーズ

13



乳製品事業分野［２］

14

チーズ

市場シェア（2018ফ3月期：সપベース）

バター

32%
1位

マーガリン類

37%

19%
スキムミルク

47%

1位

1位 1位



乳製品事業分野［３］

15

事業所・グループ会社

雪印オーストラリア

雪印メグミルクインドネシア
（MSBI）

雪印メグミルク 本社・工場

雪印メグミルク 研究所

雪印メグミルク 関係会社

幌延工場

札幌研究所

甲南油脂

八ヶ岳乳業

チーズ研究所
඾ৄੵৃ

チェスコ

ミルクサイエンス研究所

興部工場

なかしべつ工場 別海工場

磯分内工場

大樹工場

雪印メグミルク（本社）

アダーデライツオーストラリア



市乳事業分野［１］

おいしさキープ製法で作った
雪印メグミルク牛乳、カルシウム
॑ਘ৲खञਃચਙ໚ධમऩन؛

ฟ໚؞໚ධમ

食感やミルクの味わいなどに
こだわった、プリン、ゼリー
など。

デザート

঄ॺभႯपেऌञऽऽඍऌশऎ
とどまる「ガセリ菌SP株」を使った
「恵 megumi」シリーズなど。

ヨーグルト

16

Dole®भટᅑධમؚ஗ੈঈছথॻ
भ৙ཅධમؚ॥ش঄شऩन؛

ટᅑ؞जभ౎भධમ



市乳事業分野［3］

17

牛乳 ໚ධમ

ヨーグルト デザート

市場シェア（2018ফ3া਋؟সપঋش५ك

7% 20%

11% 11%

3位 2位

2位 2位



市乳事業分野［4］

事業所・グループ会社

雪印メグミルク 本社・工場
雪印メグミルク 研究所

雪印メグミルク 関係会社

みちのくミルク

京都工場 野田工場

ਲഠ੡ੵৃ

札幌研究所

川越工場ミルクサイエンス
研究所

福岡工場
ઋૺੵৃ

名古屋工場

豊橋工場

八ヶ岳乳業
雪印メグミルク
（本社）

札幌工場

京都工場池上製造所

いばらく乳業
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ニュートリション事業分野［１］

ミルクから生まれた「MBP」
などの機能性素材を使った
サプリメント、健康食品を
取揃えている。

機能性食品事業

機能性素材事業
「AHCC」、「オリゴノール」等、
天然由来素材を活用した
機能性健康食品、
化粧品素材を提供。

઄਼౶ਰ঱भಟ໚ଢ଼஢ਛટ॑
生かし、安心して育児ができる
粉ミルクを中心に提供。

粉乳事業

「栄養」を科学的に探究・検証し、
病気の方や高齢の方の病態・状態
॑અൟखञ૚ர౭ുදؚၭ୫৚୮
支援食および口腔ケア用製品を
製造・販売している。

ಏ෫౭ുহ঵

19



ニュートリション事業分野［２］

事業所・グループ会社

雪印ビーンスターク 本社・工場
イーエヌ大塚製薬 本社・工場
雪印メグミルク 研究所
雪印メグミルクグループ 関係会社

札幌研究所

雪印ビーンスターク（本社）

ミルクサイエンス研究所

雪印オーストラリア

アミノアップ化学 雪印ビーンスターク（群馬工場）

イーエヌ大塚製薬
（東京本部）

ベルネージュ
ダイレクトॖشग़ॾপౖଲఇقਨ঱ੵৃك

イーエヌ大塚製薬（本社・花巻工場・開発研究所）

඗ഀനಔ঱ਲ 台湾雪印

スノー・マーケティング
雪印香港

20



༩મ؞ர၈事業分野［１］

肉用牛の素牛を導入し、肥育、
肥育牛の出荷・枝肉販売まで
॑঳ฮखथষअ؛

肥育事業

ฝൃ؞༩મ੿੟ؚ৙ཅؚ
緑肥作物の種子、花き種苗
など。

種苗事業

ਁୱ؞ඌଡ଼౴؞൦ୱୗਛध೐੅
ଵ৶ؚો঱෤৲ृ५এشॶ઱ਝ
の芝生造成。

緑化造園事業

َുฟ৷༩મ௧৷ଲୗছॖথُ
から、地域に合わせた乳牛用、
෿ฟ৷ଦ়༩મ॑୹ஔ؛

༩મহ঵

21



༩મ؞ர၈事業分野［２］

事業所・グループ会社

雪印種苗 本社・工場
雪印種苗 研究農場
雪印種苗 関係会社

雪印種苗アメリカ

TACSしべちゃ

峩峋峘岹༩મ

લඕ༩મ

੊ূ༩મ

ロイヤルファーム

雪印種苗（本社）

ਨਲ੊ଢ଼஢஗ৃ

苫小牧工場

雪印種苗
（東京本部）

宮崎研究農場

ಧਣੵৃ

૸୴ଢ଼஢஗ৃ

22
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3 雪印メグミルクグループの
শ਋ビジョン＆中期計画

উশ਋অ४ঙথ2026شঝॢكڭق
（２）グループ中期経営計画2019
（３）2018ফ3月期の連結業績
（４）2019ফ3月期の連結業績予想
（５）中期経営計画の進捗
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উশ਋অ४ঙথ2026شঝॢكڭق
（２）グループ中期経営計画2019
（３）2018ফ3月期の連結業績
（４）2019ফ3月期の連結業績予想
（５）中期経営計画の進捗



୭୆ੳ௙نব৔ه
（１）グ ル ー プ শ ਋ অ ४ ঙ থ 2 0 2 6

25

ব৔ে໚েਓ୤म੖૘ॺঞথॻ 735万トン

2016ফ

資料：農林水産省｢牛乳乳製品統計｣

ব৔ে໚েਓ୤௓୎

家計消費支出における乳製品支出動向

国内乳製品市場は
ಇশॺঞথॻ
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乳製品଎ા୤भ動向
（世界）

਼ੀभ໚ଲષ଎ા୤मఁপ

台 湾

香 港

中国 （上海）

マレーシア

シンガポール

E U

ਨ ৪

オセアニア

オランダ

上海
台湾香港

インドネシア

オーストラリア

乳原料等の輸入

乳製品の海外輸出

海外起点の事業展開

｢ 乳 の 国 際 化 ｣ が 進 展

୭୆ੳ௙ن海外］
（１）グ ル ー プ শ ਋ অ ४ ঙ থ 2 0 2 6



連結業績推移

27

前中期経営計画の達成状況
（１）グ ル ー プ শ ਋ অ ४ ঙ থ 2 0 2 6



策定の背景・目的
（１）グ ル ー プ শ ਋ অ ४ ঙ থ 2 0 2 6
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Transformation ＆ Renewal
「変革」、जखथಌऩる「進化」へ

事業ポートフォリオの変革
Transformation

হ঵ਛশ੍॑इॊেਓ৬਑भਤ৲
Renewal

グループ経営の推進
Group Management

総投資額

3,000億 円

4,000億 円

29

ਅറのコンセプト
（１）グ ル ー プ শ ਋ অ ४ ঙ থ 2 0 2 6



第 1 ス テ ー ジ 第 2 ス テ ー ジ 第 3 ス テ ー ジ

2019ع2017 2022ع2020 2026ع2023

位置付け

役 割

Transformation
（変革）の始動

グループ経営の
始動･推進

Transformation
（変革）の加速

グループ経営の
展開強化

Renewal（進化）へ

グループ経営の
加速･進化

・収益基盤の複数化
キャッシュフロー
の最大化

・生産体制進化への
着手

・収益੦ೕभનয়

・生産体制進化の
本格始動

・4事業分野による
収益の安定的創出

・調達・生産体制の
確য়

30

ロードマップ［3つのステージ］
（１）グ ル ー プ শ ਋ অ ४ ঙ থ 2 0 2 6



2026ফ২（10ফ৏）のゴールイメージ

財 務 指 標 （ 目 処 ）

連結ROE 8％以上
連結自己ৱমૻ૨ 50%以上 連結配当性向 30％以上

৴੥੾঵ਹஇ
400億円ع300

2016ফ২
連結売上高

5,879億円 2016ফ২
৴੥੾঵ਹஇ

187億円

連結売上高
8,000億円ع7,000

31

経営指標
（１）グ ル ー プ শ ਋ অ ४ ঙ থ 2 0 2 6



第 1 ス テ ー ジ 第 2 ス テ ー ジ 第 3 ス テ ー ジ

ଃਜ௏৸ਙभનয়

৔৖೏৳पेॊ
਺ৱ౟ৡभ൉ল

ঽഞৱমૻ૨
50％以上

キャッシュフロー創出

শ਋অ४ঙথ୸ਛ

配当性向
30％以上

安定的配当の維持
配当性向20％以上

・キャッシュの創出
・高付加価値カテゴリー

へभਅറ਺ৱ

ଃਜૠ൅भ保持؞
・প஑ਅറ਺ৱ

32

キャッシュフロー配分方針
（１）グ ル ー プ শ ਋ অ ४ ঙ থ 2 0 2 6
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উশ਋অ४ঙথ2026شঝॢكڭق
（２）グループ中期経営計画2019
（３）2018ফ3月期の連結業績
（４）2019ফ3月期の連結業績予想
（５）中期経営計画の進捗



（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2 0 1 9

ਅറのコンセプト

事業এشॺইज़জड़૗୓੍॑इॊਅറ

研究開発起点の「ものづくり」による新たな価値の創造

人材の多様性を尊重した生産性の高い組織の構築

ॢঝشউ৽੾ৱ౺ણ৷पेॊ଼ଥৡ؞੕়ৡभਈপ৲

Transformation（変革）の始動と
グループ経営の始動・推進

事業ポートフォリオ変革

ਅറ৓ऩ৹୸؞েਓ৬਑ଡണपेॊ଼ଥ੦ೕभન৳

عਛশ੍॑इॊয౫भ୘ਛध௮ऌ্੝୓भ௓ਤع

ع グループ収益基盤の強化 ع
੦মਅറ

34



事業ポートフォリオ変革
ع グ ル ー プ 収 益 基 盤 の 強 化 ع

1.バターの安定供給とブランド強化
2.チーズभ঎شॲঞ५ன৫पेॊಌऩॊਛশ

1.ਃચਙ॑ກधखञচॢشঝॺभਅറ৓ఁপ
2.プロダクトミックスの最適化

1.ਃચਙ୫ષহ঵भਛশঔॹঝ構築
2.価値訴求による粉乳事業भ଼ଥৡਘ৲

1.ர၈হ঵भਅറ৓拡大
2.༩મহ঵भ஍૨৲पेॊઽஇਙ向上

35

（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2 0 1 9

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［１］



（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2 0 1 9

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［２］

36

਌ৡ商品群強化による市場拡大

1 バターの安定供給とブランド強化

2 ੇ൦৷਌ৡチーズの販売強化と
生産体制強化
●大樹工場インフラ整備
●国産ナチュラルチーズ強化

（カマンベール・さけるチーズなど）
६਌ৡ商品拡大شউট७५ॳٴ

（6P・ベビーチーズなど）

3 業務用ॳش६भৗ৘ৃ৫ิ
●スライス・ダイス・シュレッドチーズの拡販
●ソフトチーズの新商品投入

［ 大 樹 工 場 ］
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（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2 0 1 9

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［３］

チーズのボーダレス展開にेॊಌऩॊਛশ

1 国産商品の輸出（家庭用・業務用）

2 海外生産・海外販売拡大
●雪印メグミルク商品展開
●海外拠点の活用

プロセスチーズ拡大 ナチュラルチーズ拡大

雪印メグミルクインドネシア 雪印オーストラリア



（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2 0 1 9

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［４］

38

ガセリ菌ＳＰઙੳੴ২॔ॵউ

ドリンク

ਃચਙচॢشঝॺभਅറ৓ఁপ

1 েਓચৡभੜਘ、供給体制強化 → 80億円設備投資

3 マーケティング強化

2 商品ラインナップの拡大

ਲഠ名工場 ＋ 京都工場 ライン新設
ハード

ਲഠ名工場
プレーン

ਲഠ名工場
ソフト

協同乳業
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（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2 0 1 9

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［５］

プロダクトミックスの最適化

1 ॹ२شॺ؞ঃش९ॼঝॱॖউभૹષৡਘ৲

ルナ物産 デザートライン新設

2 乳ධમभৈહਸ੼க৲
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（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2 0 1 9

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［６］

ਃચਙ୫ષহ঵भਛশঔॹঝଡണ

1 毎日骨ケアMBP®を軸とした市場拡大

2 商品ラインナップの拡大

3 マーケティング投資の強化
＜ 機 能 性 食 品 事 業 の 売 上 高 推 移 ＞



1 海外粉乳事業としての新たな展開
［妊産婦向け･成人向け粉乳導入拡大］

［ಟ໚ଢ଼஢継続、Web活用ن

価値訴求による粉乳হ঵भ଼ଥৡਘ৲

2 海外ブランド統一

3 独自性のある育児用粉乳事業推進

ع 国 内 外 の 拡 大 展 開 ع
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（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2 0 1 9

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［７］



（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2 0 1 9

事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［８］

42

ர၈হ঵भਅറ৓ఁপ
（牧草・トウモロコシ）

1 ༩મ作物・野菜・緑肥作物・微生物事業の
ಇশपよる収益性の拡大

2 新研究棟をਹ৷खञ଼ଥৡभある
新品種・新技術の開発

雪印種苗株式会社
ਨਲ੊研究農場新研究棟

2017.6月稼動

緑肥種子 業界№1チモシー［ホライズン］ エダマメ［夏風香］
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事業ポートフォリオ変革による収益基盤の強化［９］
（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2 0 1 9

༩મহ঵भઽஇਙ਱঱

［牧草・飼料などの商材と技術サポートを組み合わせた営業展開］
1 総合提案型営業の推進

効率的な調達・生産・物流体制の構築

トータル
サポート室

種苗
事業

༩મ
事業

2



①グループ会社･パートナーとの連携強化
②国内外における安定調達推進
③国内乳資源の確保と有効活用
④将来॑ৄྚइञেਓ体制進化への着手

①研究開発起点の付加価値創出
研究開発体制・機能の強化
オープンイノベーションの推進

②需要創造型・高付加価値商品の開発推進
③マーケティング機能の強化

①人材の多様性確保
੓ਙ活躍推進、採用の多様化

②業務改革
時短௓ਤҩ૔୧ඐਜ導入

③人材育成
新たな研修体系、グループ人材育成

①グループ・バリューチェーンの強化
グループ会社･パートナーとの連携

②グループ・コーポレート機能の強化
ガバナンス
品質保証
環境活動

ਅറ৓な調達・生産体制構築による
競争基盤の確保

研究開発起点の「ものづくり」による
新たな価値の創造

人材の多様性を尊重した
生産性の高い組織の構築

グループ経営資源活用による
଼ଥৡ؞੕়ৡभ最大化

عਛশ੍॑इॊয౫भ୘ਛध௮ऌ্੝୓भ௓ਤع
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事業এشॺইज़জड़૗୓੍॑इॊਅറ
（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2 0 1 9



目標経営指標（連結）

2 0 1 9ফ২
目 標 値

6,300

220
（3.5%）

400

売 上 高

੾ ঵ ਹ இ
( ਹ இ ૨ )

2 0 1 6ফ২
実 績

5,879

187
（3.2%）

338

ಇশ૨
（2016ফ২ৌૻك

107.2%

117.6%

118.3%

（億円）

E B I T D A
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（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2 0 1 9

経営指標［１］



セグメント別売上高／営業ਹஇ
（億円）

乳 製 品

ධમ؞ॹ२شॺ

༩ મ ர ၈

そ の 他

合 計

2 0 1 9ফ২৯ఏக

売上高 ੾঵ਹஇ

2,500 130

3,000 70

440 12

360 8

6,300 220

2 0 1 6 ফ২ৰౚ

売上高 ੾঵ਹஇ

2,323 117

2,774 46

430 12

350 11

5,879 187

ಇশ૨（2016ফ২ৌૻ）

売上高 ੾঵ਹஇ

107.6% 111.1%

108.1% 152.2%

102.3% 100.0%

102.8% 72.7%

107.2% 117.6%
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（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2 0 1 9

経営指標［２］



投資および財務状況等भৄৢख

項 目 水 準 （ 目 処 ）

設備投資額 770億円 （ 3ফੑك

連結ROE 8％以上

৴੥ঽഞৱমૻ૨ 40％以上

連結配当性向 20％以上

৴੥થਹ৕଀ઝଋৈ 約750億円 （ 2 0 1 9ফ২ଜك

経営指標［３］
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（2）グ ル ー プ 中 期 経 営 計 画 2 0 1 9



48

উশ਋অ४ঙথ2026شঝॢكڭق
（２）グループ中期経営計画2019
（３）2018ফ3月期の連結業績
（４）2019ফ3月期の連結業績予想
（５）中期経営計画の進捗



連結業績

▶ 乳製品：家飲み需要の継続でチーズの販売好調（増収増益）
▶ 市乳：ガセリ菌SP株ヨーグルトの販売好調（減収増益）
▶ ニュートリション：機能性食品の売上拡大（増収）
▶ ༩મ؞ர၈؟ଦ়༩મभ୿ਲ਼੼તभ঱ಊಉقੜઽੜஇك

（億円、％）

2017ফ3月期

売上高 5,879

187੾঵ਹஇ

2018ফ3月期

5,961

193

増 減 額 前 期 比

202

129

209
133

৽ଞਹஇ

ෞਹஇ※

予 想 比

※親会社株主に帰属घॊਊ਋ෞਹஇ

＋82 101.4 99.4

＋6 103.3 99.3

＋7 103.6 102.4

103.1 103.0＋3

49

2018ফگা਋ 連結業績
（3）2018ফ3月期の連結業績



▶ 機能性ヨーグルトの販売拡大によるプロダクトミックスの改善
ドリンクタイプヨーグルトの販売拡大（前期比112％）
৵஑উছ঎ॺঝॱॖউभেਓચৡੜਘق਎੃ੵৃद༎৿ك

▶ ੇ൦৷਌ৡॳش६भ୿ਲ਼ਘ৲
様々なプロモーション展開による販売拡大
・ポーションチーズ（前期比109％）
・さけるチーズ （前期比104％）

▶ ਉમ໚੼તभਬऌ঱ऑಉभ॥५ॺ॔ॵউৌૢق੼ત੝৒ك乳 製 品

市 乳
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2018ফ３月期の重点取組み
（3）2018ফ3月期の連結業績
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উশ਋অ४ঙথ2026شঝॢكڭق
（２）グループ中期経営計画2019
（３）2018ফ3月期の連結業績
（４）2019ফ3月期の連結業績予想
（５）中期経営計画の進捗



■ 配 当 ■

■ 経営成績 ■

※親会社株主に帰属घॊਊ਋ෞਹஇ

（億円、％）

ෞਹஇ※ 133 135 ＋1 100.9

੾঵ਹஇ 193 190 ▲3 98.1

2018ফ3月期

売上高 5,961

2019ফ3月期

6,050

増 減 額 前 期 比

＋88 101.5

৽ଞਹஇ 209 200 ▲9 95.3

普 通 配 当 40円 連 結 配 当 性 向 20.1％

52

2019ফگা਋ 連結業績予想
（4）2019ফ3月期の連結業績予想



収益基盤の複数化

੼ત੝৒؞ઍ୤૗ಌभ実施

プロダクトミックスの改善

チーズ・ヨーグルト等の販売拡大

キャッシュフローの最大化

53

2019ফگা਋भ重点取組み
（4）2019ফ3月期の連結業績予想



【乳製品セグメント】ニュートリション事業を含む

▶ 油 ࿫؟৖ী਷ಞ๣ਸఅ࿫ਂઞ৷पेॊૹષ੝ଐ॑ਈপણ৷
▶ チーズ：価格改定とプロモーション強化等の販売対策

（億円、％）

੾঵ਹஇ 121 119 ▲2 98.1

2018ফ3月期

売上高 2,397

2019ফ3月期

2,440

増 減 額 前 期 比

＋42 101.8
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乳製品事業分野（業績予想）
（4）2019ফ3月期の連結業績予想



▶ 価格改定：

▶ ઍ୤૗ಌ؟

੼ત੝৒उेलઍ୤૗ಌभৰ઱

（%17.2ع੝৒૨：4.8ق
（੝৒૨6.4ع4.3؟%）
（૗ಌ૨14.3-؟%）

①プロセスチーズ群
②ナチュラルチーズ群

ナチュラルチーズ

35品
24品

3品
（価格改定：2018ফ5月1঩ল෰ীेॉ؞ઍ୤૗ಌ2018؟ফ5月1঩ਰఋದઃજ౹ك
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乳製品事業分野（チーズ）①
（4）2019ফ3月期の連結業績予想



100%
102% 103%

107%

113%

117%

123%
126%

100% 101%
103%

109%
112%

118%

100%

105%

110%

115%

120%

125%

130%

135%

140%

0

100

200

300

400

500

600

700

2011ফ২ 2012ফ২ 2013ফ২ 2014ফ২ 2015ফ২ 2016ফ২ 2017ফ২ 2018ফ২

当社売上 当社2011ফ২ૻ 市場2011ফ২ૻ

【 ੇ൦৷ॳش६भਲ਼঱ৈउेलಇশ૨௓୎ 】

（市場：インテージSCI）

（予想）

（売上：億円）

2011ফ২ૻ

1.3倍
2011ফ২ૻ

1.3倍
2011ফ২ૻ

1.3倍
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乳製品事業分野（チーズ）②
（4）2019ফ3月期の連結業績予想



【ධમ؞ॹ२شॺథ७ॢওথॺ】

▶ ヨーグルト：ガセリ菌ＳＰ株ヨーグルトの販売拡大
▶ デザート：新デザートライン（ルナ物産）の活用

（億円、％）

੾঵ਹஇ 47 49 ＋1 102.9

2018ফ3月期

売上高 2,754

2019ফ3月期

2,800

増 減 額 前 期 比

＋45 101.6
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市乳事業分野（業績予想）
（4）2019ফ3月期の連結業績予想



100%

123%

171%

191%

252%

122%

139%
146%

100%

120%

140%

160%

180%

200%

220%

240%

260%

2014ফ২ 2015ফ২ 2016ফ২ 2017ফ২ 2018ফ২

当社2014ফ২ૻ 市場2014ফ২ૻ

ドリンクヨーグルトの販売および市場動向

（予想）

（市場：インテージSCI）

2016ফ8月
（ਲഠ੡ੵৃك

2018ফ3月
（京都工場）

小型プラボトルタイプのライン増設

小型プラボトルタイプの
生産ચৡは発売当初の約4倍

小型プラボトルタイプの
生産ચৡは発売当初の約4倍

小型プラボトルタイプの
生産ચৡは発売当初の約4倍2015ফ8月

機能性表示食品で発売
2015ফ8月

機能性表示食品で発売
2015ফ8月

機能性表示食品で発売

2014ফ২ૻ

2.5倍
2014ফ২ૻ

2.5倍
2014ফ২ૻ

2.5倍

（京都工場）
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市乳事業分野（ヨーグルト）①
（4）2019ফ3月期の連結業績予想



59

2012.09.28 内臓脂肪蓄積抑制作用について
2012.10.16 ຓఢ୰に対する抗炎症作用について
2012.10.24 免疫系の活性化とストレス軽減効果について

2012.12.05 インフルエンザウィルスに対する感染予防効果について
2013.06.05 線虫のํ୵భশとその作用機構について

2015.07.12 ヒト試験で脂質排出作用を確認

【主な学会発表】

2014.10.16  インフルエンザウィルスの感染予防効果メカニズム解明について

2015.05.25届出 ガセリ菌ＳＰ株ヨーグルト３品
2015.06.15届出 ガセリ菌ＳＰ株ヨーグルト１品
2016.04.19届出 फ़७জ༳ۅۈઙচॢشঝॺق୧ଦ௧৷2ك品

【ਃચਙ਀ં୫ષधखथਭ৶】

2016.05.15 ग़ॿঝॠش଎ા୤ੜਸ੿৷を確認

ガセリ菌ＳＰ株

2017.04.17 RSウイルス感染防御効果を確認

市乳事業分野（ヨーグルト）②



ガセリ菌SP株ヨーグルト商品群5品で前期比1.5倍を目指す

ベリーミックス
新発売

機能性表示食品 “ガセリ菌SP株が内臓脂肪を減らす”

特定保健用食品
“内臓脂肪を

減らすのを助ける”
2014ফ২ 2015ফ২ 2016ফ২ 2017ফ২ 2018ফ২

（予想）

前期比

1.5倍
前期比

1.5倍
前期比

1.5倍

「ガセリ菌SP株」シリーズ5品の販売推移
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市乳事業分野（ヨーグルト）③
（4）2019ফ3月期の連結業績予想



100%

112%

121% 124%

145%
149% 149%

168%

110%
117% 118%

130%

138% 136%

100%

110%

120%

130%

140%

150%

160%

170%

180%

0

100

200

300

400

500

600

700

2011ফ২ 2012ফ২ 2013ফ২ 2014ফ২ 2015ফ২ 2016ফ২ 2017ফ২ 2018ফ২

当社売上 当社2011ফ২ૻ 市場2011ফ২ૻ（売上：億円）

2011ফ২ૻ

1.7倍
2011ফ২ૻ

1.7倍
2011ফ২ૻ

1.7倍
【 ੇ൦৷চॢشঝॺभਲ਼঱ৈउेलಇশ૨௓୎ 】

（市場：インテージSCI）

（予想）
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市乳事業分野（ヨーグルト）④
（4）2019ফ3月期の連結業績予想



乳製品セグメントのうち、

【ニュートリション事業】

▶ 機能性食品：積極的なマーケティング投資の継続
▶ 粉ミルク等：成人向け粉ミルクの育成と拡大

（内訳）

（億円、％）

2018ফ3月期

売上高 194

2019ফ3月期

220

増 減 額 前 期 比

＋25 113.2

43 54 ＋10 125.5

151 166 ＋14 109.7

機 能 性 食 品

粉 ミ ル ク 等
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ニュートリション事業分野（業績予想）
（4）2019ফ3月期の連結業績予想



▶ 種苗事業：新研究棟の活用による商品開発の取組み
▶ ༩મহ঵؟੅ਢ૭ચऩዽ஗৽੾प๾൴घॊ੕়઀੧஑੾঵भ௓ਤ

【༩મ؞ர၈७ॢওথॺ】
（億円、％）

੾঵ਹஇ 13 10 ▲3 74.0

2018ফ3月期

売上高 447

2019ফ3月期

440

増 減 額 前 期 比

▲7 98.4
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༩મ؞ர၈হ঵ী৙ق業績予想）
（4）2019ফ3月期の連結業績予想
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উশ਋অ४ঙথ2026شঝॢكڭق
（２）グループ中期経営計画2019
（３）2018ফ3月期の連結業績
（４）2019ফ3月期の連結業績予想
（５）中期経営計画の進捗



第 1 ステージ

2019ع2017

Transformation
（変革）の始動

グループ経営の
始動･推進

・収益基盤の複数化
キャッシュフロー
の最大化

・生産体制進化への
着手

第 2 ステージ

2022ع2020

Transformation
（変革）の加速

グループ経営の
展開強化

・収益੦ೕभનয়

・生産体制進化の
本格始動

第 3 ステージ

2026ع2023

Renewal
（進化）へ

グループ経営の
加速･進化

・4事業分野による
収益の安定的創出

・調達・生産体制の
確য়

位置付け

役 割

中期経営計画
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ॢঝشউশ਋অ४ঙথ2026（ロードマップ）
（5）中期経営計画の進捗



లਟ॑ৄྚइञেਓ৬਑ਤ৲षभ着手
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2020ফ২ৣ਋
（稼動開始予定）

投資額：約200億円
国産乳製品の事業競争基盤の強化

磯分内工場

▶ バター製造等に関わる新棟の建設
▶ ユーティリティ設備に関わる新棟の建設

新棟の完成予想図

（5）中期経営計画の進捗



雪印メグミルクインドネシア

雪印メグミルクインドネシア

▶ シンガポールヘ輸出開始（2017ফ8月）
▶ ঈটॵॡॳش६भেਓચৡੜਘ（2018ফ4月稼動）

100%

358%

682%

1118%

1398%

100%

2014ফ 2015ফ 2016ফ 2017ফ 2018ফ

2014ফ॑100धखञৃ়भ୿ਲ਼੟୤भ௓୎
（インドネシア）

（計画）

約14倍

インドネシアの展開拡大（チーズ事業）
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（5）中期経営計画の進捗



ナウラ工場 ロベサール工場

▶ アダーデライツオーストラリア社の
株式取得（2017ফ9月）

投資額：約12億円

雪印メグミルク（株） 45％
雪印オーストラリア（有） 45％

Sullivan Enterprises (SA) Pty Ltd 10％

ٛলৱૻ૨ٜ

雪印オーストラリア アダーデライツオーストラリア社

＋

オーストラリアの展開拡大（チーズ事業）
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（5）中期経営計画の進捗



੾঵ਹஇ
187億円

੾঵ਹஇ
190億円

੾঵ਹஇ
220億円

੾঵ਹஇ
193億円
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6,400

6,300

6,200

6,100

6,000

5,900

5,800

5,700

5,600

400

300

200

100

0
2016ফ২ 2018ফ২ 2019ফ২

（億円）

੾঵ਹஇ
減価償却費
売上高

EBITDA
338億円

売上高
5,879億円

EBITDA
345億円

EBITDA
400億円

売上高
5,961億円

売上高
6,300億円

（ 計画 ）（ 予想 ）

EBITDA
349億円

売上高
6,050億円

2017ফ২

グループ中期経営計画2019

連結業績の推移
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（5）中期経営計画の進捗



連結業績
2017ফ২

連結業績予想
2018ফ২ 前期比較

中期経営計画
2019ফ২

শ਋অ४ঙথ
2026ফ২

売上高 5,961億円 6,050億円 +88億円 6,300億円 7,000-8,000億円

੾঵ਹஇ 193億円 190億円 ▲3億円 220億円 300-400億円

੾঵ਹஇ૨ 3.2％ 3.1％ ▲0.1％ 3.5％ 4.3-5.0％

EBITDA 345億円 349億円 +3億円 400億円 －

ＲＯＥ 9.0％ － － 8％以上 8％以上

ঽഞৱমૻ૨ 43.9％ － － 40％以上 50％以上

配当性向 20.3％ 20.1％ ▲0.2％ 20％以上 30％以上

水 準 （ 目 処 ）

連結経営指標
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（5）中期経営計画の進捗



2

4 CSR経営

71



経済 環境 社会

੫঵৶୛भৰਠ

グループ企業価値の向上

株主 ዽ஗েਓ঻ 従業員・OB

マスコミ

お取引先
関連企業স੆ਃঢ়

ষ৆

૴ৢ؞ঘش२ش

地域社会
お客様・消費者

CSR経営［１］

雪印メグミルクグループCSR໪୛௕
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CSR経営［２］ 経済側面
経済

安全で安心していただける商品・サービスの提供を通して皆様の健康に寄与する

お客様の声の傾聴（お客様センター）

ミルクの価値を高める商品の提供
ك঩ম୫໖ৗୂَરೢ঄ॵॺೖُق

ে໚েਓ୤भఁপधዽ஗ஷ௪قTACSしべちゃ）

独自भષସ৳઒३५ॸ঒पेॊષସଵ৶भජೲ
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CSR経営［３］ 環境側面
環境

かけがえのない地球環境の保全に貢献する

෤৲ણ৿भ௓ਤقਨਲ੊ૂ৐प୨࿳भਝ઼ك೤મૡఌपेॊCO2の削減
（別海工場 液化天然ガス貯蔵タンク）

୭୆ਔ௙भ਱঱ق୭୆ઇ୘ؚଢ଼ఊभৰ઱ك

ISO14001の認証取得
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CSR経営［４］ 社会側面
社会

঺ভभਏடप৓નपૢइؚ୫भ௫खऔधপજऔ॑຦஘प઀୹घॊ

ዽ஗ध໚भ歴史館

५এشॶপভषभੈඑق੓৕१ॵढ़كش

食育活動

地域貢献活動（牧場まつり 雪印こどもの国牧場）スポーツ支援（雪印メグミルクスキー部）

特殊ミルクの製造・供給
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「ミルク未来創造企業」へ
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মৱમप੶ൗऔोथःॊ঵ౚ੒୳ऩनभలਟप関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき、
ਊ঺ऋਖ਼૵खञৄৢखदँॉؚजभ୸ਛ॑ਊ঺धखथ৺൶घॊະ຺भुभदमँॉऽच॒؛
また、実際の業績等は、業況の変化等にेॉؚমৱમभ੒୳ਯகध౮ऩॊৃ়ऋँॉऽघ؛



ଓଌৱમ⋇ 用語説明

用語 説明
セイニュウ
生乳 ฟ໚ृ໚ଲષभਉમ

シニュウ
市乳 ධમृচॢشঝॺ॑அिධમ؞ॹ२شॺథ

セグメントを事業分野ではこの表現で統一
ニュートリション 「栄養物の摂取」「栄養作用」「栄養学」などを

意味する。健康維持・増進などの下支えに貢献し、
暮らしにサポートする事業名とした

雪印メグミルクバリュー グループ役職員一人ひとりが、
পજपઅइॊુৢभ௅િ؞੼க௴

トランスフォーメーション アンド リニューアル
Transformation ＆ Renewal َ૗୓ُؚजखथಌऩॊَਤ৲ُष

事業ポートフォリオ ੅ਢ৓ऩਛশ॑૭ચधघॊञीؚളਯभহ঵ऋਹ
益を創出できる、事業の組み合わせ

プロダクトミックス 企業あるいは事業単位によって
生産・販売される商品の構成



用語 説明
チーズのボーダレス展開 チーズを国内にとどまらず、海外にも展開させて

いくこと
機能性ヨーグルト ガセリ菌ＳＰ株など機能性乳酸菌を添加したヨー

グルト。プロバイオティクスヨーグルトと同義
タックス

ＴＡＣＳしべちゃ ඗ഀர၈⌆ऋఏภ঴஗঵ੈ৊ੌ়஘؜ఏภ঴஘भ
਄ੌापඑ৊खؚਝয়खञ஗঵েਓ১য؛
低コスト型の経営を目指すと共に実践内容を積極
的に地域に普及させることに取り組む

バリューチェーン ଢ଼஢৫৅ؚ৹୸ؚଲୗؚ૴ৢؚ୿ਲ਼ऩन൹௢प੼
値が届けられるまでに企業間で付加される価値の
つながりのこと

アールオーイー
ＲＯＥ ෞਹஇطঽഞৱম كঽഞৱমਹஇ૨ق

自己資本を「元手」として、1ফ৑दनोटऐभ
ਹஇ॑ँऑञऊؚઽஇਙ॑೾ॊ੐ఏभ঳ण

イービットディーエー
ＥＢＩＴＤＡ ੾঵ਹஇٔ੖੼೥ేા

य़কॵ३গইটش൉লৡधखथؚ਺ৱपৌघॊ
回収可能性を示す指標

ଓଌৱમ② 用語説明


